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慶應義塾大学 xSDG・ラボ

研究・共同研究の実施
 企業xSDG
 自治体xSDG
 IOTxSDG

 国連改革xSDG
 SCPxSDG
 オリパラxSDG
 指標xSDG
 教育xSDGs
 その他

社会課題
研究の共同設計
（co-design）

共同研究
（co-production） 共同実施

（co-delivery）
学術論文
社会実装
提言・提案

実施予定の活動
1. SDG研究会（仮称）の開催：SDGの優良事例構築に関心のあるステークホルダーのコンソーシアムを形成し、
専門家を講師に迎えた勉強会や分析、メールマガジン配信等をつうじて、SDGsのあり方や最新情報を提供
します。

2. 企業xSDG共同研究：中長期的経営に資する事業を持続可能な形で創出する手段として、認証や標準化と
いった「プライベートガバナンス」仕組みを活用する方法があります。SDGsによる中長期的経営、ESG投
資に資する事業の分析や創出、ソーシャルインパクト評価指標の開発など、個別の研究課題による共同研究
により、学術的根拠に基づくSDGs対応戦略を検討します。

3. 自治体xSDG共同研究： SDGsの17の目標には、地方創生のカギやヒントがちりばめられています。 SDGs
による自治体評価の新たな指標を自治体のみなさまとつくりあげて自治体診断を行い、地方の価値創造を図
ります。

4. SFCでの寄付講座や学生との連携：SFCの授業科目として、寄付講座を設置いただけます。寄付者のご意向
に沿って、SFCの教員が授業シラバスを作成、授業を実施します。設置された授業科目名には、寄付者名の
冠を付けていただけます。またこれ以外にも次世代をになう学生との協働や教育プログラムの展開も検討し
ます。
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１．SDGsとは？
• SDGsの背景と17目標の概観
• SDGsの特徴：３つのあたらしさ

２．多様な主体とSDGsのかかわり ～ xSDGの可能性
• 国連、国のアクション
• 地方創生とSDGs

３．企業とSDGs ～ xSDGの核心へ
• 企業の活用事例
• 企業のSDGs活用可能性

４．地方創生xSDGのほんとうの意味



SDGs：背景と概観
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SDGs－持続可能な開発目標
～ 2030年の世界の姿 ～

進捗レビュー
（法的義務なし）

2030年への
世界目標

17目標
169ターゲット

232（244）指標

全ての国・企
業等の主体に
普遍的に適用

世界の変革 だれ一人取り残
されない



ミレニアム開発目標（MDGs）

新たな現象への対応

SDGsの3つの背景

地球システムの限界

© Norichika Kanie

経済

社会

環境

http://careernetwork.msu.edu/wp-content/uploads/2009/07/twitter-logo.png
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2015年を目標年とした国際開発目標（ミレニアム開発目標、MDGs）の未達成課題
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ゴール１ あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる
ターゲット 指標（仮訳）

1.1   2030年までに、現在１日1.25ドル未満で生
活する人々と定義されている極度の貧困をあらゆる
場所で終わらせる。

1.1.1   国際的な貧困ラインを下回って生活している
人口の割合（性別、年齢、雇用形態、地理的ロ
ケーション（都市/地方）別）

1.2   2030年までに、各国定義によるあらゆる次元
の貧困状態にある、全ての年齢の男性、女性、子供
の割合を半減させる。

1.2.1   各国の貧困ラインを下回って生活している人
口の割合（性別、年齢別）

1.2.2   各国の定義に基づき、あらゆる次元で貧困
ラインを下回って生活している男性、女性及び子供の
割合（全年齢）

1.3   各国において最低限の基準を含む適切な社会
保護制度及び対策を実施し、2030年までに貧困層
及び脆弱層に対し十分な保護を達成する。

1.3.1   社会保障制度によって保護されている人口
の割合（性別、子供、失業者、年配者、障害者、
妊婦、新生児、労務災害被害者、貧困層、脆弱層
別）

1.4   2030年までに、貧困層及び脆弱層をはじめ、
全ての男性及び女性が、基礎的サービスへのアクセス、
土地及びその他の形態の財産に対する所有権と管理
権限、相続財産、天然資源、適切な新技術、マイク
ロファイナンスを含む金融サービスに加え、経済的資源
についても平等な権利を持つことができるように確保す
る。

1.4.1   基礎的サービスにアクセスできる世帯に住ん
でいる人口の割合

1.4.2   土地に対し、法律上認められた書類により、
安全な所有権を有し又土地の権利が安全であると認
識している全成人の割合（性別、保有の種類別）
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1.5   2030年までに、貧困層や脆弱な状況にある
人々の強靱性（レジリエンス）を構築し、気候変動
に関連する極端な気象現象やその他の経済、社会、
環境的ショックや災害に暴露や脆弱性を軽減する。

1.5.1   10万人当たりの災害による死者数、行方
不明者数、直接的負傷者数
1.5.2   グローバルGDPに関する災害による直接的
経済損失
1.5.3   仙台防災枠組み2015-2030に沿った国
家レベルの防災戦略を採択し実行している国の数
1.5.4   仙台防災枠組み2015-2030に沿った地
方レベルの防災戦略を採択し実行している地方政府
の割合

1.a   あらゆる次元での貧困を終わらせるための計画
や政策を実施するべく、後発開発途上国をはじめとす
る開発途上国に対して適切かつ予測可能な手段を
講じるため、開発協力の強化などを通じて、さまざまな
供給源からの相当量の資源の動員を確保する。

1.a.1 政府によって貧困削減計画に直接割り当てら
れた国内で生み出された資源の割合
1.a.2 全体の国家財政支出に占める必要不可欠
なサービスの割合（教育、健康、及び社会的な保
護）
1.a.3 貧困削減計画に直接割り当てられた助成金
及び非譲渡債権の割合（GDP比）

1.b   貧困撲滅のための行動への投資拡大を支援
するため、国、地域及び国際レベルで、貧困層やジェ
ンダーに配慮した開発戦略に基づいた適正な政策的
枠組みを構築する。

1.b.1 女性、貧困層及び脆弱層グループに重点的
に支援を行うセクターへの政府からの周期的な資本
投資

目標の深掘り（半減→ゼロ）
量から質へ（貧困の原因も追究）
テーラーメードの目標・ターゲット



悲鳴を上げる地球環境

Steffenら、2015,
Scienceより作成

⇒ 環境問題の「量」と「質」の変化
身近な環境問題から地球変動の
課題へ
Cf.「人類世（anthropocene）」
(Crutzen 2002)

気候変動

成
層
圏
オ
ゾ
ン

の
減
少

大気中
のエア
ロゾル
負荷

海洋の酸性化
生物化学的循環

淡水利
用量
の増大

土
地
利
用
変
化

生物圏の変化

窒素負荷

リン負荷

遺伝的多様性
の減少

種・生態系
多様性の減少

新しい化学物質
の増加

限界を超えた危険な状態
限界を超えつつある状態
限界内で安全な状態
限界が不明

Planetary Boundaries －地球システムの境界

朝日新聞2016年4月3日朝刊

環境



11このままの成長パタンでは地球がもたない!!

人間が地球をかえる：1950年から右肩上がりが急加速
社会経済的な傾向 地球システムの傾向

世界人口 実質GDP

都市部
人口

大型ダム

運輸

水利用

電気通信 国際観光

紙生産

外国直接
投資

肥料消費一次エネル
ギー利用

二酸化炭素

成層圏オゾ
ン

亜酸化窒素 メタン

表面温度 海洋酸性化

海洋漁業 エビ養殖 沿岸域
窒素

熱帯林
損失

農用地 陸域生物
の減少
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現時点

現代人の思考・
制度のベース

‘Sustainable Development Goals for People and Planet.’ Nature (Vol 495, 21 March 2013). By 
David Griggs, Mark Stafford-Smith, Owen Gaffney, Johan Rockstrom, Marcus C Ohman, Priay
Shyamsundar, Will Steffen, Gisbert Glaser, Norichika Kanie and Ian Noble 12

経済・社会活動の急加速が地球への圧力に

SDGs時代の「持続可能な開発」
⇒地球システムの許容範囲内で開発・成長を続けること

経済
社会



2000年以降の社会の変化

広がる格差

パンデミック現象 移動するひとびと
（難民・移民） 国際テロリズム

21世紀的な社会・世界動向に対応した課題解決が必要

約30億人のインターネットユーザー
（世界の世帯の44％）

約70億人の携帯電話利用者
約10億人のFacebook利用者

© Norichika Kanie



SDGsの特徴:３つの新しさ

１．新しい仕組み
２．新しいアプローチ
３．新しいものさし
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あたらしいグローバルガバナンス手法
目標ベースのガバナンス
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国際条約 (例－気候変動枠組条約)
⇒ 国際ルールをつくるガバナンス

野心レベルの提示からスタート
→ バックキャスティング

実施メカニズム・法的拘束力なし
→ 各主体が自由につくる

進捗評価のみ → 測って、比べる

できることの積み上げでは
必要なアクションがとれず（フォアキャスティング）

これまで
主流

ルール作りではなく目標作りからはじまるガバナンス

Norichika Kanie and Frank 
Biermann eds., Governing through 
Goals: Sustainable Development 
Goals as Governance Innovation 
(MIT Press, 2017)

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=COP15+objection&source=images&cd=&cad=rja&docid=6vD-PjCPXYB4wM&tbnid=eJeGLsijI2EUeM:&ved=0CAUQjRw&url=http://luckybogey.wordpress.com/2009/12/09/the-elephant-in-the-room-at-cop15/&ei=DY-RUcaWLMSVkwX49oHwDQ&bvm=bv.46340616,d.dGI&psig=AFQjCNHrpVHfydV1FwLzk59hNKlP1tfKcA&ust=1368580227795799
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2017年度環境白書より

新しいアプローチ
包括的な目標

課題が芋づる式につ
ながってくる

David Griggs, Kanie et al. ‘Sustainable Development Goals 
for People and Planet.’ Nature (Vol 495, 21 March 2013). 
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12.3 2030 年まで
に小売・消費レベルに
おける世界全体の一
人当たりの食品廃棄
物を半減させ、 収穫
後損失などの生産・サ
プライチェーンにおける
食品の損失を減少さ
せる

2.1 2030年までに飢餓を撲滅…
2.2 2030年までにあらゆる形態の
栄養失調を撲滅…
2.4 2030年までに持続可能な食
糧生産システムを確保…

4.7 2030年までにすべて
の学習者が持続可能な開発
を推進するための知識とスキ
ルを獲得…

6.4 2030年までに、全
セクターにおいて水の利用
効率を大幅に改善…

8.2 多様化、技術向上および
イノベーションを通じた高いレベル
の経済生産性を達成…
8.4 2030年までに消費と生
産における世界の資源効率を
漸進的に改善…

9.4 2030年までに資源利用
効率の向上とクリーンな環境に
配慮した技術および産業プロセ
スの導入拡大を通じ、インフラ
の改良や産業の改善…

13.2 気候変動対策を、国家
の政策、戦略および計画に組み
込む

17.14 持続可能な開発のための政策
の一貫性を強化…
17.16 マルチステークホルダー・パート
ナーシップを促進…
17.17 効果的な公的、官民、市民社
会のパートナーシップを奨励・推進…

12.2 2030年までに天然資
源の持続可能な管理および効
率的な利用…
12.5 2030年までに予防、リ
デュース、リユース、リサイクルによ
り、廃棄物の発生を大幅に削
減…

目標は相互に関連し合う（タテ割りを超えた総合的行動・政策が必要）

調整

効果

効果

効果

同時達成

同時達成
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新しいものさし
未来基準で測る

数字で測る（指標） 数字以外も測る



• 自律・分散・協調型のガバナンスを促進するしくみ

• 世界が目指す方向を包括的に示している
–成長・イノベーションのヒント集

• 未来基準で測る、そして比べる

どういう仕組み
が効果的？

どうやって
イノベーション
を起こす？

どうやって測る？
どうやって比べる？



多様な主体とSDGsのかかわり

ー xSDGの可能性 ー



SDGsの実施状況:グローバル（国連）
 2017年7月、国連ハイレベル政治フォーラム（HLPF）を実施
 テーマ：Eradicating poverty and promoting prosperity in a changing world
 43か国の国別レビューと、7つの目標に関するレビュー（ 目標1、2、3、5、9、14、17 ）

 2018年HLPF
 テーマ：Transformation towards sustainable and resilient societies
 目標のレビュー：6、7、11、12、15、17

レビューの例（目標12：SDGs進捗に関する事務総長報告書E/2017/66）
 目標12の達成には、SCPに関する強固な枠組みが必要であり、有害化学物質や
廃棄物に関する国際法に準拠しながら、国やセクター別の計画、ビジネスの慣行や消
費者の行動の統合が必要。

 経済成長と自然資源利用を分離させることが重要。しかし、グローバルレベルでみた
状況は良くない。国内の材料消費量(経済的プロセスで利用された自然資源の総
量)は、2000年から2010年の間にGDP原単位当り1.2キロから1.3キロに増加。国
内総材料消費量も487億トンから710億トンに増加。特に東アジアで増加。
2019年 国連総会のもと首脳級レベルハイレベル政治フォーラム



日本の取り組み：2018年の2大ポイント

1. 2018年はSDGsモデルを作り、2019年に世
界に発信

2. Society 5.0
地方創生
ジェンダーと次世代

が3つの柱
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内閣府地方創生推進事務局 自治体SDGs推進のための有識者検討会
 「地方創生に向けた自治体SDGs推進のあり方」

 「環境未来都市」構想→「自治体SDGs」推進へ
 地方創生に向けた自治体SDGs推進事業

30年度予算（新規）【先進事例創出】

自治体におけるSDGs推進
 北海道下川町（SDGsへ向けたフィールドワークツアー、9月）

 第一回ジャパンSDGsアワード受賞
 札幌市（シンポジウム、6月）
 滋賀県（SDGs推進シンポジウム、知事のコミット、

SDGsを軸とした次期基本構想策定検討、
滋賀版キャンパスSDGs）

 北九州市（シンポ事務開催（6月））
 兵庫県豊岡市（シンポジウム開催、9月）

 3月1－3日フィールド研究
などなど

地方創生xSDG
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内閣府地方創生推進事務局資料より



自治体とSDGSの可能性
1. 自治体の活動と長期的・グローバルな課題との関連の明確化【グローバル言語で

の見える化】
• SDGsは普遍的「共通言語」であるため、国内外に発信しやすい。特に途上

国等の開発計画との紐付けがやりやすくなり、連携しやすくなる

2. 持続可能・未来志向の政策の根拠に
• 調達への活用（SDGへの貢献などを基準に設定）

3. 総合計画、中長期計画の策定と実施
• SDGsの観点からの再構築により、総合的・中長期的・持続可能性の視点から政策をイノベー

ション
• 複数目標達成に効果的な政策や協働の提示
• 民間を含む創造的アクションへのインセンティブ付与（予算措置等による誘導）
• 横断型政策決定の仕組みの導入

4. 自治体のための指標設定
• 未来基準での計測でSDGを活用した基準の設定へ



SDGs指標のありかたへの提案
• 「横」の比較でなく「縦」の比較

– 同一主体で目標にどれだけ近づいたかを測るのであって、異なる主体を
横断的に比較するのではない

– その際目標／ターゲットが自己満足とならないようサイエンス・ベースで
SDGsの観点から検証【パネルの設置】

• 指標は個別優先度に合わせた選択式

26

2030目標・
ターゲット

個別
課題

課
題

課
題

課
題

バックキャスティング
進捗を測る指標

SDGsの観点から
検証 ターゲット 1

2030年までに文化
振興の雇用創出

指標群リスト
1) 図書館雇用者数

2) 文化イベント参加
者数

3) 美術館訪問者数

SDG 8.9   2030年までに、雇

用創出、地方の文化振興・
産品販促につながる持続可
能な観光業を促進するため
の政策を立案し実施する。

自治体A 指標

美術館訪問者数

国レベルでの進捗計測自治体・企業での指標

企業・自治体のターゲットと指標のありかたイメージ



企業とSDGs

ー xSDGの核心へ ー



経団連企業行動憲章の改定

28
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「CSR」での「表現」と見える化



課題
SDGsの認識はあがっているが、社員が
SDGsを理解する段階に至っているかどうか
は会社により濃淡。多くはCSR担当部が推
進（本業に入れるか検討中が多い）。
報告書等で企業活動をSDGsに紐づけて
表現するところが大多数。評価、行動の改
善にはいまだ至っていない。

経団連会員企業及び
CBCC会員企業1363社
対象アンケート調査



「CSR」から本業へ

認証取得／
開発／使用
拡大

年次を決めた
目標設定

本当は・・・
• 認証茶葉生産のエネルギーや輸送プロセス、廃棄物
削減などにも踏み込む余地あり

• 認証実施のアカウンタビリティ向上へむけてNGO/NPO
とのパートナーシップなども一案



 Allianzのターゲットに対応
したSDGターゲットを設定

• 低炭素、社会的包摂
性、経営の3分野

 2016年度の進捗を計測
• 複数分野のSDGター
ゲットに寄与する独自の
ターゲット設定

 SDGsのターゲットレベルで
の記載がある数少ない例

さらなる課題
 Allianzのサスティナビリティ
ターゲットが引き起こす可
能性があるトレードオフの考
慮を入れる

 SDGs基準での総合的観
点からターゲットを設定

• 現状では既存ターゲット
にSDGsを紐づけた感

Allianz



CSRから本業・統合的アクションへ
• 【例】ANAグループの多様な活動がSDGsの観点からみてネガ
ティブにならないような中長期戦略の検討（蟹江研究会）

– 機内消耗品のリユース／リサイクル、飢餓・貧困対策への活用、機体の再利用、等
– 研究の役割
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地方創生xSDG
の

ほんとうの意味



SDGsを活用する意義（１）

１．活動のLegitimacy（正当性）や公共性（への
貢献）を示すことができる
企業にとってのメリット
持続不可能な活動に対抗するための「外圧」として利用でき
る

２．SDGsは共通言語
異なるステークホルダーとの協働・連携につながる
多様な国で、発展に持続的に貢献出来ることを示せる（開
発途上国の開発戦略への結びつけもやりやすくなり、市場開
拓にもつながる）
目標によるタグ付け（同じ目標への活動を集める）、ベスト
プラクティスや課題の共有で、課題解決のスケールアップや連
携を可能にする
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SDGsを活用する意義（２）
３．リスク管理

 マネジメントリスク：安定して業務を続けるため
• 人権等の問題がサプライヤーで発覚して供給がなくなると困る

 レピュテーションリスク
• SNSなどを通じて発信されることも（含内部告発）

４．ESG投資拡大への対応
 投資を呼び込む梃に

５．「世界標準」での評価
 投資などの評価基準に
 認証やグローバル指標による標準化戦略

６．課題間のリンクを示し、統合的アクションへむけた検討が出来る
 経済・社会・環境課題の見える化にとどまらないイノベーション創出へ
 仕組みづくりはタテ割り行政にとってのチャレンジ → より小さなスケールの行政
（地方）のフットワーク、民間のアクションを活かすチャンス

 中長期経営戦略、中長期総合計画上の重要性
37



指標で売り込む、標準化する
6.2   2030年までに、全ての人々の、適切かつ平等な
下水施設・衛生施設へのアクセスを達成し、野外での
排泄をなくす。女性及び女児、並びに脆弱な立場にあ
る人々のニーズに特に注意を払う。

6.2.1   石けんや水のある手洗い場等の安全に管理さ
れた公衆衛生サービスを利用する人口の割合
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第一次産業革命（18世紀末～19
世紀初）：軽工業機械化（蒸気機
関）
第二次産業革命（19世紀後半）：
石油、電力、重化学工業

第三次産業革命（20世紀後半）：
インターネット出現、ICT普及、自動化

第四次産業革命（21世紀）：コネ
クティビティ、IoT、極度の自動化

Society 1.0 狩猟社会
Society 2.0 農耕社会

Society 3.0 工業社会

Society 4.0 情報社会

Society 5.0 サイバー空間
フィジカル空間を高度に融合
で経済発展社会課題解決の
両立

Germany
Industry 4.0

World Economic Forum
第四次産業革命

科学技術基本計画
Society 5.0

ルール
ベースの
ガバナン
ス

目標
ベース
のガバ
ナンス



IoTxSDG – 第4次産業革命

40

• 第4次産業革命は自律分散。協調的にするためには共有さ
れたビジョンや共通目標の存在が重要
→ そのための手段が「目標ベースのガバナンス」（SDGsは
その代表）

• 第4次産業革命では柔軟な発想による新事業創出が重要
→ 発想に公共性を持たせ、発想のヒントになるのが「目標
ベースのガバナンス」（SDGsはその代表）

SDGsとパリ協定で政治は脱炭素・持続可能性へと
舵をきった



SDGの“今”をめぐるポイント
1. SDGsを唱える主体は増加中も、本質に迫るところは希少
→ 本質にのっとった先進事例を作ることが重要

2. 未来への対応の道しるべがSDGs
→ フォアキャスティングでなく、バックキャスティングで未来から出発
→ SDGsを考えることは真の成長（生き残り）戦略（i.e.EV車になる
とガソリン自動車部品の多くはいらなくなる）

3. 地方創生はチャンス
→ 小回りが利くところで始め、SDGsでスケールアップ
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